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· 小グループは、職務経歴（あるいは大学院生）などを勘案して講師の方で決めさせていただきます

· 「臨床心理士」資格更新ポイント適格となる場合は、資格認定協会に申請します（お尋ね下さい）
	日程
	時間
	テーマ・講師（敬称略）

	8月

8日

（土）
	10:30‐11:30
	講義１＋討議「臨床心理士として働くために－態度、知識、技能」（下山）

	
	11:40‐12:30
	講義２＋討議「統合的介入に向けて」（中釜）

	
	13:30‐14:20
	講義３　認知行動療法の理論（下山）

	
	14:30‐15:20
	講義４　家族療法の理論（中釜）

	
	15:40‐17:20
	事例から学ぶワークショップ１（２グループに分かれて）

G1：認知行動療法、G2：家族療法

	
	17:40‐18:30
	講義５　コミュニティへの働きかけ (進藤)

	
	19:00‐（夕食）
	夕食後：自由討議・自由行動　（22時頃終了を予定しています）

	８月

９日

（日）
	9:00‐11:10
	事例から学ぶワークショップ２（２グループに分かれて）

G1 G1：家族療法、G2：認知行動療法

	
	11:10‐12:30
	小グループ討議と発表

（テーマ：臨床心理士にとって技能の意味）


· 講義時間の順番・割振などは変更する場合があります（開始時刻・終了時刻に変更はありません）










本講座は、臨床心理士として必須技能となっている認知行動療法と家族療法、そしてコミュニティ援助の理論と技法を、実習も含めて体系的に学ぶために、講義、ワークショップ、小グループ討議、事例検討会、講師との交流会を行います。まず、心理援助専門職の活動とは何かを解説をします。次に認知行動療法と家族療法の理論学習と技能訓練を小グループで実施した上で講師の提示する事例で事例検討会を行い、その具体的方法を学びます。さらにコミュニティにおいて、それらの技能を生かす発想と技能を学びます。参加者は、１泊２日の体験を通して、臨床心理学や心理療法の最新動向を知り、現場で活用できるスキルを学ぶことができます。また、講師を含めて、日本の各地の現場で働く臨床心理士やさまざまな大学で学ぶ臨床心理学の大学院生と話し合うことを通して、日本の臨床心理活動の発展する方向性についてのビジョンをもつことも期待できます。


認知行動療法、家族療法、コミュニティ援助は、現場では必須の活動です。皆様にとって実り多い講座となるように企画しました。臨床心理士としてのスキルアップを目指す皆さんの積極的な参加を期待しています。


【企画：東京大学大学院臨床心理学コース　下山晴彦・中釜洋子】








講座NO.09550





心理臨床講座5　宿泊ワークショップ





【出講講師（ご出講順）】


東京大学大学院臨床心理学コース教授　　　下山　晴彦


東京大学大学院臨床心理学コース教授　　　中釜　洋子


NPO法人障害者支援情報センター理事長 　進藤　義夫





主　催 ：財団法人　明治安田こころの健康財団


期　日 ：2009年8月8日（土）・9日（日）


受講対象：臨床心理士　および指定大学院（臨床心理士資格認定協会）の院生


受講条件：講師・参加者に現在の所属・職種・氏名・住所（都道府県）の開示を了承すること


　　　　　申込書の必須記載事項に記入すること、守秘義務を守ること


　　　　　宿泊手続きに必要な氏名・連絡先をホテルに提供することを了承すること


定　員	：5０名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料	：２９，０００円【受講料、シングルルーム宿泊代、昼・夕・朝食代を含む、税込み】


会　場	：大橋会館（シングルルーム、東京都目黒区、池尻大橋駅から徒歩3分） 


　・宿泊手続きは当財団で行います。必要事項を記入してお申込みください。





認知行動療法 ＆ 家族療法ワークショップ


－コミュニティで活動する臨床心理士のスキルアップのために－











